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子どもたちの
交通安全を願って
黄色い帽子贈呈式と交通安全教室が
開催されました　　　八郎潟幼稚園



　平成２６年度予算が、３月５日から開かれた３月定例会において可決されました。

　一般会計の予算規模は、対前年度比１億９,６１５万７千円、７．８％増の２７億１,９１９万１千円

となりました。特別会計を合わせますと、総額で４７億９,９９０万円となり、対前年度比２

億６,４３５万１千円、５．８％の増となっております。

公共下水道事業特別会計

３億２,５６０万７千円（前年度比１０．５％増）

　下水道施設の建設と維持管理をするために使われ

ます。

農業集落排水事業特別会計

１千円（前年度比９９．９％減）

　公共下水道に接続され、廃止となった処理施設の

財産処分をします。

上水道特別会計

　収益的支出  １億５,８２１万３千円（前年度比１５．７％増）

　資本的支出  　　４,４６５万８千円（前年度比０．７％減）

　安全で安心な水を供給するために使われます。

国民健康保険特別会計

７億１,１００万６千円（前年度比０．６％増）

　農家や自営業の方々、退職された方の医療費を給付

するために使われます。

後期高齢者医療特別会計

６,４５４万５千円（前年度比１．９％増）

　高齢者の方の医療費を給付するために使われます。

介護保険特別会計

　保険事業勘定  ７億７,４１７万７千円（前年度比７．１％増）

　サービス事業勘定    ２５０万２千円（前年度比１２．４％増）

　介護（介護予防）における各種サービスに伴う給付

並びに支援等のために使われます。

特別会計と企業会計予算

予算概要

町税

4億7,857万5千円

依存財源

20億1,122万4千円

自主財源

7億796万7千円

歳　入

27億1,919万1千円

繰入金
1億161万7千円

使用料及び手数料
4,917万2千円

分担金及び負担金
1,769万2千円

その他
6,091万1千円

譲与税・各種交付金
8,730万円

地方交付税

13億3,000万円

国庫支出金

2億5,822万
　　4千円

国庫支出金

2億5,822万
　　4千円

県支出金

2億2,290万円

町債

1億1,280万円
議会費
6,205万7千円

総務費
3億1,743万2千円

公債費
3億5,613万3千円 総務費

3億1,743万2千円

民生費
6億7,450万8千円

衛生費
3億792万3千円

土木費
4億86万6千円

消防費
1億7,125万7千円

民生費
6億7,450万8千円

衛生費
3億792万3千円

農林水産業費
6,874万7千円

商工費・労働費
3,213万7千円

土木費
4億86万6千円

消防費
1億7,125万7千円

教育費
3億2,512万6千円

公債費
3億5,613万3千円

その他
300万5千円

歳　出

27億1,919万1千円

平成２６年度
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平成２６年度の  主 な 事 業

地域活性化助成金  ……………………  予算額  １２８万円

　町内会の活性化のために本年度も助成します（１町内
会４万円）。

デマンド型乗合タクシー事業 …… 予算額  １８９万３千円

　面潟バス路線廃止に伴う代替交通で、本年度から本格
運行します。

再生可能エネルギー等導入事業 … 予算額  ５,６７８万円

　災害時避難施設になっている９カ所に街路灯を、小・
中学校に太陽光パネルと蓄電池を設置します。

災害時要援護者交流事業 ……………… 予算額  ３２万円

　要援護者と町内関係者の交流会を実施した町内会へ補
助金を交付します。

結婚祝い金事業  ……………………… 予算額  １５０万円

　婚姻届提出後、町内に居住することを要件に１０万円
を交付します。

地域福祉協力員設置人材育成事業 … 予算額  ５１６万２千円

　各町内の民生委員と連携しながら、各団体とのネット
ワークを構築します。

八郎潟ｄｅ愛サポート事業 ………………予算額  ２１万円

　婚活イベントに助成する制度を継続実施します。

臨時福祉給付金事業  ……………… 予算額  ２,４１５万円

　消費税率引き上げに際し、低所得者に対する適切な配
慮を行うため、臨時的な給付を実施します。

子育て世帯臨時特例給付事業  ……… 予算額  ６２９万円

　消費税率引き上げに際し、子育て世帯への影響を緩和し
消費の下支えを図る観点から臨時的な給付を実施します。

児童手当支給事業  ………………… 予算額  ６,９７２万円

　中学校修了までの子どもを対象に支給します。

妊婦健診事業  …………………… 予算額  ３０１万３千円

　妊婦の健康管理の充実及び健診の経済的負担の軽減を
図ります。

不妊治療費助成事業  …………………… 予算額  １５万円

　不妊治療費の一部を助成することにより、経済的な負
担を軽減します。

未熟児養育医療事業  ……………… 予算額  ５２万１千円

　未熟児医療の医療費と食事療養費の一部を助成します。

地域自殺対策緊急強化事業  …… 予算額  １３１万１千円

　自殺予防として心の健康づくりや弁護士等による債務
相談を開催、町民の意識の向上を図ります。

農業夢プラン実現事業  ……………… 予算額  ２６５万円

　作物の生産から収穫までの機械購入の補助を実施しま
す。

農地利用集積促進奨励金  ……………  予算額  １００万円

　認定農業者を対象に、農地を集積し効率的な利用の促
進を図ります。

まちづくりイベント事業  ………………予算額  ８０万円

　商店街の活性化及び若者主体による魅力あるまちづく
りのため、「若者イベント」を継続します。

社会資本整備総合交付金事業 …予算額   １億４,０００万５千円

　計画年度平成２１～２７年度。町道浦大町下町線他３路
線や除雪関係を合わせて実施します。

幹線水路調査業務委託事業  …… 予算額  ３５８万６千円

　集中豪雨等による冠水対策として町内幹線水路の現状
及び附帯施設等の検討調査を実施します。

町営住宅改修事業 …………………… 予算額  ８４０万円

　川崎・まちなか住宅各２戸の外壁等を改修します。

学校給食費助成事業 ……………… 予算額  ２,４５１万円

　町内外の小・中学校に在籍している、町内に住所を有
する児童・生徒の保護者を対象に、教育の充実及び子育
て支援を目的として継続実施します。

小学校トイレ洋式化改修事業 … 予算額  １１８万８千円

　小学校低学年棟トイレ４基の洋式化を実施します。

小学校遊具撤去・設置事業 …… 予算額  １５０万２千円

　使用禁止となっている遊具を撤去し、遊具２基を新設
します。

国民文化祭市町村主催事業 ……… 予算額  １,５４６万円

　「第２９回国民文化祭・あきた２０１４」が平成２６年秋に
開催され、本町では「願人坊主が伝えた民俗芸能の祭典」
を開催します。

町民体育祭 ………………………… 予算額  ８８万１千円

　隔年開催の町民体育祭です。

子どもの国づくり交付金事業 ……… 予算額  ２９０万円

　出会い・結婚支援や生み育てやすい環境づくりの分野
における少子化対策に裁量を発揮して取り組む事業に交
付されます。昨年度に引き続き、事業を継続実施します。

①地域子育て力推進事業

　親子の体験コーナーや講座、子どもが思いっきり遊
べる場所を提供する等、地域の子育て力の推進を図り
ます。

②放課後児童異年齢交流及び体験サポート事業

　児童が主体的に参加できる、異年齢児童の交流や世
代間交流等の行事を充実させ、心身ともにたくましい
児童を育成します。

③ぴよぴよ教室

　楽しい子育てができるよう、親同士や子ども同士の
交流を図り、育児不安の軽減を図ります。

④ぱくぱくキッズ教室

　子どもと一緒に子育て世代への食育の推進を図り、
家族みんなの健康づくりへと役立て、食への関心を高
めます。

⑤幼稚園預かり保育事業

　保育終了後に預かり保育を行うことで、子育て中の
就労者を支援します。（延長保育は午後６時まで）
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会
期　

３
月
５
日
㈬
〜
３
月
１４
日
㈮
の
８
日
間

秋
田
県
市
町
村
未
来
づ

く
り
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
八
郎
潟
町
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
つ
い
て

　

１
月
２０
日
に
県
議
会
棟
正
庁
に
お

い
て
、
あ
き
た
未
来
づ
く
り
本
部
会

議
が
開
催
さ
れ
、
本
町
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
「
駅
前
に
ぎ
わ
い
・
ふ
れ
あ
い
・

元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
あ
き
た
未
来
づ
く
り
本
部
に
お

い
て
協
議
さ
れ
、
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
、
直
ち
に
県
知
事
と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
策
定
確
認
書
を
取
り
交
わ
し
て

お
り
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
運
行
に
つ
い
て

　

昨
年
廃
止
と
な
り
ま
し
た
面
潟
線

バ
ス
路
線
の
代
替
交
通
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ

ク
シ
ー
の
運
行
に
つ
い
て
、
平
成
２６

年
４
月
か
ら
の
本
格
運
行
開
始
に
向

け
て
、
２
月
７
日
に
町
地
域
公
共
交

通
会
議
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
会

議
で
は
、
利
用
者
を
対
象
に
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
て
、
平
成
２６
年
度
か
ら
の
本
格
運

行
開
始
に
つ
い
て
の
協
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

１
月
末
現
在
の
登
録
者
数
は
６７
人

で
、
４
月
か
ら
の
利
用
実
績
は
利
用

者
数
が
延
べ
５
０
９
人
で
月
平
均
約

５１
人
、
運
行
台
数
が
延
べ
３
５
７
台

で
月
平
均
約
３６
台
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
利
用
者
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
利
用
目
的
で
は

湖
東
総
合
病
院
へ
の
利
用
が
半
数
以

上
と
な
っ
て
お
り
、
病
院
が
今
年
５

月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
登
録
者
及
び

利
用
者
が
増
加
す
る
も
の
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
格
運
行
に
向

け
た
経
路
の
延
伸
に
つ
い
て
は
、
３

畠
山
町
長
の
行
政
報
告
要
旨

八
郎
潟
町
議
会

３
月
定
例
会

割
近
い
利
用
者
が
希
望
し
て
お
り
ま

す
が
、
行
き
先
に
つ
い
て
は
、
病
院
、

ス
ー
パ
ー
（
ア
マ
ノ
・
イ
オ
ン
ス
ー

パ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
）、
五
城
目
バ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
に
分
散
し
て
い

る
こ
と
、
町
外
へ
の
運
行
に
は
そ
の

町
村
の
地
域
公
共
交
通
会
議
の
承
認

が
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
現
行
路

線
を
承
認
し
本
格
運
行
す
る
こ
と
に

し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
今
後
は
延

伸
に
向
け
て
、
五
城
目
町
、
秋
田
中

央
交
通
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

湖
東
厚
生
病
院
に
つ
い
て

　

今
年
５
月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
に
向
け
、
工
事
は
順
調
に
進
ん

で
お
り
ま
す
。
４
月
８
日
に
は
、
定

礎
式
、
竣
工
式
が
行
わ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
運
営
費
に
つ
い

て
は
、
当
面
赤
字
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
平
成
２２
年
９
月
議
会
に
示

し
た
通
り
、「
湖
東
地
区
医
療
再
編

計
画
」
に
基
づ
き
、
県
及
び
関
係
４

町
村
が
平
成
３０
年
度
ま
で
補
助
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
現
在
厚
生
連
か

ら
示
さ
れ
て
い
る
平
成
２６
年
度
の
赤

字
見
込
み
額
は
２
億
４
０
５
７
万
４

千
円
で
、
各
町
村
に
特
別
交
付
税
と

し
て
交
付
さ
れ
る
１
億
１
５
９
４
万

３
千
円
を
差
し
引
い
た
１
億
２
４
６

３
万
１
千
円
に
つ
い
て
県
が
３
分
の

２
、
町
村
が
３
分
の
１
を
補
助
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。
平
成
２６
年
度
の

各
町
村
の
負
担
割
合
に
つ
い
て
は
、

４
町
村
協
議
の
結
果
、
建
設
費
の
負

担
割
合
と
同
じ
く
す
る
こ
と
に
決
定

い
た
し
ま
し
た
。
本
町
の
平
成
２６
年

度
の
負
担
額
は
、
特
別
交
付
税
分
を

差
し
引
く
と
１
３
０
９
万
９
千
円
と

な
り
、
６
月
補
正
予
算
で
予
算
計
上

い
た
し
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
成
２７
年

度
以
降
に
つ
い
て
は
、
病
院
の
収
支

決
算
状
況
、
入
院
・
外
来
利
用
者
等

の
実
績
等
を
考
慮
し
て
負
担
割
合
を

定
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

災
害
発
生
時
の
対
応
と
平

常
時
に
お
け
る
高
齢
者
見

守
り
活
動
の
相
互
協
力
に

関
す
る
協
定
に
つ
い
て

　

本
町
と
秋
田
中
央
郵
便
局
、
八
郎

潟
郵
便
局
、
真
坂
郵
便
局
の
４
者
に

よ
る
「
災
害
発
生
時
の
対
応
と
平
常

時
に
お
け
る
高
齢
者
見
守
り
活
動
の

相
互
協
力
に
関
す
る
協
定
」
の
締
結

式
を
、
２
月
２５
日
に
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　

災
害
時
に
お
い
て
は
、
郵
便
局
の

持
つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
人
材
な
ど
を

活
用
し
た
救
援
物
資
の
区
分
や
保

管
、
通
信
手
段
の
確
保
等
に
つ
い

て
、
通
常
時
に
お
い
て
は
、
高
齢
者

や
単
身
世
帯
等
の
見
守
り
活
動
に
つ

い
て
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
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農家の
皆様へ

◆問い合わせ先

　八郎潟町地域農業再生協議会（役場産業課内）☎８７５－５８０３

・
平
成
２５
年
度
八
郎
潟
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
７
号
）
に
つ
い
て

・
平
成
２５
年
度
八
郎
潟
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
つ
い
て

・
平
成
２５
年
度
八
郎
潟
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
り
入
れ

の
補
正
に
つ
い
て

・
平
成
２５
年
度
八
郎
潟
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
に
つ
い
て

・
平
成
２５
年
度
八
郎
潟
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

に
つ
い
て

・
平
成
２５
年
度
八
郎
潟
町
上
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
に

つ
い
て

・
消
費
税
率
及
び
地
方
消
費
税
率
の

引
上
げ
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
八
郎
潟
町
社
会
教
育
委
員
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

・
八
郎
潟
町
課
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
平
成
２６
年
度
八
郎
潟
町
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て

・
平
成
２６
年
度
八
郎
潟
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
平
成
２６
年
度
八
郎
潟
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
平
成
２６
年
度
八
郎
潟
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
り
入
れ

に
つ
い
て

・
平
成
２６
年
度
八
郎
潟
町
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
平
成
２６
年
度
八
郎
潟
町
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い

て
・
平
成
２６
年
度
八
郎
潟
町
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
平
成
２６
年
度
八
郎
潟
町
上
水
道
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
八
郎
潟
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
八
郎
潟
町
議
会
会
議
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
に
つ
い
て

議
決
さ
れ
た
議
案
等

福
祉
灯
油
の
助
成
に
つ

い
て

　

円
安
と
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る

町
民
生
活
へ
の
影
響
に
対
処
す
る
た

め
、
低
所
得
世
帯
に
対
し
５
，
０
０

０
円
を
支
給
し
て
お
り
ま
す
。
支
給

申
請
の
受
け
付
け
は
２
月
２４
日
で
終

了
し
、
２
７
２
世
帯
に
対
し
助
成
金

を
支
給
し
て
お
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行

に
よ
る
学
年
閉
鎖
に
つ

い
て

　

２
月
上
旬
に
か
け
て
、
八
郎
潟
小

学
校
で
流
行
の
兆
し
が
見
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
小
学
２
年
生
を
中
心
に
罹

患
児
童
が
増
え
、
２
月
１９
日
に
２
年

２
組
を
学
級
閉
鎖
、
２０
日
に
は
、
２

年
１
組
も
罹
患
児
童
が
増
え
た
た

め
、
２
学
年
を
学
年
閉
鎖
し
、
２７
日

に
は
、
５
学
年
を
学
年
閉
鎖
す
る
措

置
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
幼

稚
園
、
小
学
校
・
中
学
校
に
お
い
て

は
、
集
団
感
染
の
防
止
と
健
康
管
理

を
徹
底
い
た
し
ま
し
た
。

「
２
０
１
４
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
」
に
つ
い
て

　

「
２
０
１
４
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
八

郎
潟
町
実
行
委
員
会
」
設
立
に
向
け

た
会
議
が
２
月
１９
日
に
開
催
さ
れ
、

実
行
委
員
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
２６
年
５
月
２８
日
に
行
わ
れ
る

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
に
向
け
て
今

後
、
町
と
し
て
町
民
が
気
軽
に
参
加

で
き
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
良
い
機

会
と
し
て
と
ら
え
、
行
政
・
民
間
団

体
・
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
準
備
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

攻めの農業実践緊急対策事業の

要望量調査について
　平成２６年度より、国では低コスト・高収益な産地体制への転換を図るため、

農業機械・機器のリース導入などの生産効率化のための取組を総合的に支援す

る事業が行われます。

　主な事業内容は、原則５戸以上の農業者で生産効率化の計画を作り、担い手

が中心となり行うものです。

◆補助率　物件価格（税抜）の１／２以内

◆品　目　特定しません

　要望される方は、４月１１日まで役場産業課へおいでく

ださい。事業の詳細について直接ご説明いたします。

5
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消費税の引き上げに伴い
公共施設の使用料などを

改定します

防災センターの使用申込、
カギ管理人が変わりました
　一日市コミュニティー防災センターの使用申込
及びカギ管理人が、４月１日から次の方へ変更と
なりました。お間違えのないようにお願いいたし
ます。

小柳　忠光（小柳時計店・メガネのオヤナギ）

　  字一日市３４４（７区、一日市商店街通り）
　  ☎８７５－３２４０

やすらぎ交流会

　湖東総合病院は、５月１日から「湖東厚生病院」として
新病院での診療・入院患者の受け入れを開始します。開院
に伴う移転作業のため４月２８日～３０日は全面休診となり
ます。また、開院当初は大変な混雑が予想されます。ご理
解とご協力をお願いいたします。

【一般公開（見学会）について】
●日時  ４月２０日（日）　午前１０時～午後２時
●場所 湖東厚生病院　※湖東総合病院隣
 申込不要、上履きをご持参ください（スリッパ等）。

◆問い合わせ先　八郎潟町教育委員会　☎８７５－５８１２

◆問い合わせ先　役場総務課　☎８７５－５８０２

◆問い合わせ先　湖東総合病院　☎８７５－２１００

浦大町→湖東病院
出発時刻

湖東病院→浦大町
出発時刻

１　便 ０７：００ ０７：２０

２　便 ０９：００ ０９：２０

３　便 １２：００ １２：２０

４　便 １４：００ １４：２０

５　便 １７：００ １７：２０

※予約のない便は運休となります。

　平成２５年４月１日より運行開始しております浦大
町・湖東病院線は、今年度から本格運行いたします。
また、運行車両はプリウス（黒）に変更となっており
ますので、お間違えのないようよろしくお願いします。

★ご利用に必要な手続き

１．役場総務課で登録
【登　録　料】 １，８００円（登録の際に１，８００円分の

乗車券を進呈します。）
２．乗車したい便への予約
【予 約 方 法】 湖東タクシーへ電話予約
 （☎８５２－２１３０）
【予約受付時間】 午前７時～午後６時（※乗車したい

便の１時間前までに予約してくださ
い。ただし、１便（７：００及び７：２０発）
は前日に予約してください）

【利　用　料】　１回につき３００円
　障害者手帳・養育手帳・精神障害者保健福祉手帳
をお持ちの方は、登録料・利用料の減免措置があり
ます。登録の際に手帳をお持ちください。また、小
学生についても登録料・利用料の減免措置があります。

★運行表（平日に５便運行）

湖東厚生病院  ５月１日に開院！
（現：湖東総合病院）

４月８日（火） 新病院定礎式・竣工式

４月２０日（日） 新病院一般公開（見学会）

４月２８日（月）～３０日（水） 休診

５月１日（木）
新病院診療開始・入院病棟再開
※再来受付・新患者受付ともに
８時から

新病院開院までのスケジュール

　４月１日から消費税率（地方消費税率を含む）が８％
に引き上げられます。これに伴い、町の公共施設の使
用料などについて、税率の引き上げ相当分の料金改定
を実施します。改定後の料金は４月１日以降に料金を
徴収するものから適用します。詳しくは利用施設の窓
口などでご確認ください。

◆使用料などに新税率を適用する主な公共施設

・中羽立公園（野球場・庭球場等）
・八郎潟町町民体育館
・八郎潟町農村環境改善センター及び公民館

◆水道料金、下水道使用料

　４月１日以降に利用を開始した場合はその料金か
ら、３月３１日以前から継続して利用されている場
合は７月検針に係る料金から新税率を適用します。

◆道路占用料、公園占用料など

　１ヶ月未満の占用・使用に限り新税率を適用しま
す。

◆廃棄物の処理及び清掃に関する手数料

　一般廃棄物処理業、浄化槽清掃業の許可申請手数
料等について新税率を適用します。なお、ゴミ袋の
購入料金に変更はありません。

会員募集

八郎潟町乗合タクシー
運行について

　社会学習で仲間づくりと心の
豊かさ、健康維持を支援します。

【活動日時】
毎月第４火曜日　午前９時～
５月～翌年２月まで年間１０回を予定しています。
第１回目は５月２７日（火）開講式

【活動内容】
輪投げ、ゲートボール、健康相談、講演会、
日帰り施設見学、宿泊研修会（１泊２日）など

【入会資格】　八郎潟町在住の６５歳以上の方
【年 会 費】　３，５００円
【参 加 費】　毎月５００円（お弁当代）
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春の粗大ゴミ搬入日
町では、粗大ごみの直接搬入を春と秋の年２回実施しております。春の搬入日は次のとおりです。

※引っ越し、庭木の剪定などの一時多量ゴミについては、八郎湖周辺クリーンセンター（男鹿市松木沢）への搬入と
なります。事前に役場町民課へお問い合わせください。

転出・転入・転居などの
手続きはお済みですか？

•印鑑登録をする方は、新住所地で登録の手続きを
してください。転居の場合、印鑑登録の住所は自
動的に変更されます。

•届出の際は窓口に来られた方の本人確認書類（運
転免許証など）が必要となりますので、提示をお
願いします。本人と同一世帯以外の方が届出を行
う場合は、委任状が必要です。

八郎湖
クリーンアップ作戦・
全町清掃デー

　秋田県では、４月の第２日曜日を「あきた・ビュー
ティフル・サンデー」、４月を「あきた・クリーン
強化月間」として身近な地域のクリーンアップを呼
びかけております。
　本町でもこの日に合わせ、八郎湖クリーンアップ
作戦と全町清掃デーを同日実施します。町民のみな
さまにはご多忙の時期と存じますが、環境美化活動
へのご理解と参加のご協力をお願いいたします。

【日時】　４月１３日（日）
【清掃時間及び場所】

●八郎湖クリーンアップ作戦
　午前５時～５時４５分
　八郎湖堤防、馬場目川堤防、夜叉袋川堤防の清掃

●全町清掃デー
　午前６時～終了時間は各町内会で設定
　側溝の泥上げ、公共施設等の清掃

※清掃区域等詳細については、各町内会へご連絡く
ださい。

◆問い合わせ先　役場町民課　☎８７５－５８０６

◆問い合わせ先　役場町民課　☎８７５－５８０６
◆問い合わせ先　役場町民課　☎８７５－５８０５

粗　

大　

ご　

み

家 具 類 タンス・イス・机・書棚・応接セットなど

家電製品類 ストーブ・電子レンジ・湯沸器・ガスコンロ・掃除機など

寝具・敷物類 布団・ベッド・マットレス（スプリングなし）・じゅうたん・畳など

乗 物 類 自転車・三輪車・車いす・ベビーカー・歩行器・手押し車など

料 金
粗大ごみ１品につき
大　１，０８０円…ボイラー・タンスなど。それ相当の大きさのもの。
小　 ５４０円…机・電子レンジ・自転車・ストーブ・湯沸器など。それ相当の大きさのもの。

家 電 製 品 類 テレビ・エアコン・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥機など

パ ソ コ ン 類 デスクトップパソコン本体・ディスプレイ・ノートパソコンなど

適正処理困難物
ガスボンベ・消火器・廃油・タイヤ・バッテリー・耐火金庫・ピアノ・農薬・塗料・スプ
リング入りマットレスなど

産 業 廃 棄 物 家屋廃材・農業廃材（ハウスパイプ・ビニール・肥料袋等）・農機具など

そ の 他 町指定ごみ袋（収集ごみ）に入れて出せるごみ

搬入できるもの

【日時】４月１４日（月）～２０日（日）　午前９時～正午　　【場所】町クリーンセンター

搬入できないもの

４月13日（日）開催！

４月14日（月）～20日（日）

　毎年３月・４月は、入学や就職、転勤などによる住所
の異動が多くなります。住所を変更した方は、転出・転
入・転居の届出をお忘れなく！

●転出届　 八郎潟町から町外へ引っ越す方

　転出の予定が決まりましたら、おおむね２週間前か
ら転出の届出をすることができます。新住所地での転
入手続きで必要となる「転出証明書」を発行します。

●転入届　 町外から八郎潟町に引っ越してきた方

　引っ越してきた日から１４日以内に、前住所地で発
行された「転出証明書」を持って、転入の届出をして
ください。引っ越し前に手続きすることはできません。

●転居届　 八郎潟町内で引っ越しをした方

　引っ越しをした日から１４日以内に、届出をしてく
ださい。



　国民健康保険は、加入するときや脱退するとき、また世帯構成に異動があった場合は、加入者自らが

届出をしなければなりません。

国民健康保険に加入するのは・・・

○ほかの市町村から転入してきたとき（勤務先の健

康保険に加入していない場合）

○職場の健康保険などをやめたとき

○職場の健康保険の被扶養者からはずれたとき

○子どもが生まれたとき

○生活保護を受けなくなったとき

＊　　　＊　　　＊

※加入の届出が遅れると・・・保険証がないためそ

の期間の医療費は全額自己負担となります。

国民健康保険を脱退するのは・・・

○ほかの市町村へ転出するとき

○勤務先の健康保険に加入したとき

○死亡したとき

○生活保護を受けはじめたとき

○後期高齢者医療の対象となったとき

＊　　　＊　　　＊

※脱退の届出が遅れると・・・加入資格を有しない

国保の被保険者証を使って医療を受けると、国保で

負担した医療費を返すことになります。また、他の

健康保険に加入した場合に国保の脱退手続きを行っ

ていないと、保険料を二重に納めてしまうおそれが

あります。

◆問い合わせ先　役場保健課　国民健康保険担当　☎８７５－５８１３

◆申請・問い合わせ先　役場保健課　☎８７５－５８１３

◆問い合わせ先　
　役場保健課　国民健康保険担当　☎８７５－５８１３

国民健康保険・後期高齢者医療加入のみなさまへ ７０～７４歳の被保険者の

窓口負担が変わります

●平成２６年４月２日以降に７０歳の誕生日を迎える方へ

　（誕生日が昭和１９年４月２日以降の方）

　７０歳の誕生日の翌月（ただし、各月１日が誕生日の

方はその月）の診療から、窓口負担が２割になります。

※一定の所得がある方は、これまでどおり３割負担です。

なお、窓口負担には毎月の負担上限額が定められていま

すが、７０歳から２割負担となる方は、６９歳までと比べ

て上限額が下がります。

●平成２６年４月１日までに７０歳の誕生日を迎えた方へ

　（誕生日が昭和１９年４月１日までの方）

　平成２６年４月以降も医療費の窓口負担は１割のまま

変わりません。（平成２６年３月２日～４月１日に７０歳の

誕生日を迎えた方は、これまでの３割負担から１割負担

になります）

※一定の所得がある方は、これまでどおり３割負担です。

窓口負担の毎月の負担上限額も変わりません。

異動があるときは１４日以内に届出を！

　健康診断は、生活習慣病などの早期発見と生活習

慣の改善に欠かせません。国民健康保険・後期高齢

者医療では、人間ドックを受ける方に受診費用の助

成を行っておりますので、是非お申し込みください。

  対　象　者

○満３０歳以上の国保加入者で、納期限までに国保

税を完納されている方

○後期高齢者医療の加入者で、納期限までに保険料

を完納されている方

  助　成　金

　費用の９０％（１００円未満切り捨て）

※ただし３万円を上限とします

  手続きの方法

①ドック受診予定のある方は、受診前に保険証を持

参し、役場保健課で受診申請をしてください。

②ドック受診後は、領収書、印鑑、口座振替がわか

るものを持参し、助成金支給申請をしてください。

国保への加入や脱退の届出は忘れずに！！国民健康保険

人間ドックの助成を行います
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八郎潟町農業委員会より、平成２６年の農作業賃金等協定額をお知らせします。

　この金額は基準を示したものです。作業が特別な状況下で行われる場合や、肥料等の資材を含む場合、稲が倒伏等

の状態にある場合は、双方で協議して料金を決めてください。この金額は一日８時間労働を基準として、賄いその他

一切の現物支給は含まないものとします。使用農機具には運転手付きとします。また、春季農作業の耕起の深さは

１５㎝を基準とします。

　農作業の際は、機械の点検整備を怠らず、事故のないようご注意ください。

◆問い合わせ先　八郎潟町農業委員会　☎８７５－５８０３

◆問い合わせ先
　軽自動車税：役場税務課　☎８７５－５８０７
　普通自動車税：秋田県総合県税事務所  課税部
　　　　　　　　課税第四課　☎８６０－３３３９

固定資産税　土地・家屋価格等帳簿が縦覧できます

　身体障がい者手帳等に記載されている障がい区分が条

件を満たす場合に、軽自動車税の減免が受けられます。

※昨年度減免を受けられた方には、今月上旬発送予定の

軽自動車税納税通知書に減免申請書を同封いたしま

す。

※減免を受けることができる障がい区分等については、

町ホームページ（暮らしの情報…税務課からのお知ら

せ…軽自動車税について）でご確認ください。

○申請期限　平成２６年４月２３日（水）

※申請期限を過ぎた申請は受理できません。ご了承く

ださい。

○申請に必要なもの

納税通知書・障がい者手帳等・車検証・運転者の免許

証・印鑑

※減免の申請には４月上旬に送付される納税通知書が必

要となります。お手元に納税通知書が郵送されてから

役場税務課までお問い合わせください。

※申請は毎年必要です。昨年度に減免承認を受けた方も、

期限内に申請してください。

※普通自動車税ならびに軽自動車税の減免は、障がい者

の方一人につき一台となっております。普通自動車税

ならびに軽自動車税、双方の減免を受けることはでき

ません。普通自動車税の減免を希望される方は、秋田

県総合県税事務所までお問い合わせください。

平成２６年農作業賃金等協定表

作 業 名 区　分 単　位 標準額（円） 備　考

稲刈り、その他作業 男 女 共 １日 ６，０００

１０ａ刈り バインダー １０ａ ７，６００

コ
ン
バ
イ
ン

１０ａ全刈り
３０ａ区画以上

１０ａ
１２，４００

３０ａ区画未満 １４，２００

全刈り・運搬
・乾燥・籾摺り

３０ａ区画以上
１０ａ

２５，９００

３０ａ区画未満 ２７，７００

籾 乾 燥
全 乾 燥 １０ａ ７，５００

補助乾燥 １０ａ ５，０００

生 籾 運 搬 １０ａ １，６００

脱 穀 １０ａ ７，０００

売り渡し米運搬 ３０㎏ ９０

籾 摺 り ６０㎏ ５５０

色 彩 選 別 機 ６０㎏ ６００

精 米 ６０㎏ ８００

大豆刈り取り料 コンバイン以外 １０ａ ５，０００

大 豆 脱 粒 機
運転手付き １０ａ ７，０００

貸 出 料 １０ａ １，５００

作 業 名 区　分 単　位 標準額（円） 備　考

耕 起

３０ａ区画以上

１０ａ

４，２００ 増反地含む

３０ａ区画未満 ４，５００

湿　　田 ７，０００ 代掻き共

代 掻 き

３０ａ区画以上

１０ａ

４，５００ 増反地含む

３０ａ区画未満 ４，８００

転作跡地 ５，４００ 区画を問わず

育 苗 １箱 ６００

田
植
機

田植え（苗もち）
３０ａ区画以上

３０箱／１０ａ
２１，３００

３０ａ区画未満 ２２，３００

植え付けのみ
３０ａ区画以上

１０ａ
４，５００

３０ａ区画未満 ５，０００

一 般 作 業 男 女 共 １日 ６，０００

畦 塗 り １ｍ ２５

溝 切 り 縦４本、横２本 １０ａ ２，０００

種 籾 催 芽 １㎏ １３０

転
作
関
係
・
大
豆

耕起（ロータリー） ２　　回 １０ａ ７，０００ １回の場合は上段の耕起額

耕起（アッパーロータリー） １　　回 １０ａ ４，０００

大 豆 播　　種 １０ａ ２，０００

播 種 管 理 機 機械賃貸 １０ａ ５００

中 耕・ 培 土
乗　　用 １０ａ ２，０００

歩　　行 １０ａ ４，０００

▲

平成２６年　農作業賃金等協定表（春季）

▲

平成２６年　農作業賃金等協定表（秋季）

　平成２６年度固定資産税の基礎となる固定資産評価額の帳簿を縦覧に供します。自己所有の

土地や家屋の固定資産の価格などを次の期間内にご覧ください。

日　時　４月１日（火）～６月２日（月） 午前８時３０分～午後５時

　　　　※土・日・祝日は除きます

場　所　役場税務課

◆問い合わせ先

　役場税務課　☎８７５－５８０７

軽自動車税の減免
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◆問い合わせ先　八郎潟町教育委員会　☎８７５－５８１２

幼児・児童向け　２５冊

書　　　名 著　者　名

わけありリンゴのアップルパイ（絵本）
あさいゆうこ／作
あべまれこ／絵

いちねんせいになったあなたへ（絵本）
江國香織／詩
井口真吾／絵

なぜ？どうして？科学なぞとき物語　１年生（児童書）
大山光晴／総合監修

なぜ？どうして？科学のお話　   ２～６年生（児童書）

大研究！保険のすべて（児童書） 小川京美／漫画

花さき山（絵本）
斎藤隆介／作
滝平二郎／絵

はっけん！むしのもり（絵本） タダサトシ

はじめてのおつかい（絵本）
筒井頼子／作
林明子／絵

水と健康　水で生きてる体と心（児童書） 日本医師会／監修

ぼく、仮面ライダーになる！ガイム編（絵本） のぶみ

大研究！馬は友だち（児童書） 野本トロ／漫画

書　　　名 著　者　名

さくら（絵本）
長谷川摂子／文
矢間芳子／絵・構成

ようちえんいやや（絵本） 長谷川義史

かいけつゾロリのはちゃめちゃテレビ局（児童書）原ゆたか

ふしぎ駄菓子屋　銭天堂２（児童書）
廣嶋玲子／作
jyajya ／絵

めざめのもりのいちだいじ（絵本） ふくざわゆみこ

おべんとうさんいただきます（絵本） 堀川真／作・絵

ゆみちゃんはねぞうのわるいこです（絵本） みやざきあけ美

コミック版世界の伝記（児童書）
１０　ジャンヌ・ダルク
１１　コロンブス
１２　ベートーベン

（10：40頃）

（17：00頃）（14：00頃）

※あくまで目安ですので、コースが一部変更となる場合もございます。よろしくご理解ください。

願人踊・秋田音頭町内巡演御案内

旧
酒
店

スポーツ店旅館

ガソリンスタンド

（11：25頃）（10：25頃）

５
月
５
日
は

　

願
人
踊
、秋
田
音
頭
！

　

5
月
5
日
こ
ど
も
の
日
は
、
恒
例
の
一
日
市
神
社
祭
典

で
す
。
秋
田
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
・
願
人
踊
が
練
り

歩
き
、
秋
田
音
頭
の
引
き
山
車
が
町
内
を
回
り
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

　観光客のみなさんに願人踊を存分に楽
しんでいただくために、観光ボランティ
アを募集します。奮ってご応募ください。

■内　容
・願人踊が行われている場所を無線で知らせる
・混雑時の場内整理
・駐車場への案内
■日　時　５月５日（月）
　　　　午前８時～正午（予定）
■募集期間
４月１日（火）～４月２５日（金）

募集締め切り後、打ち合わせを行い
ます。

　４月２日～５月２日までの毎

週水・木・金曜日午後７時～８

時に農村環境改善セ

ンターまたはロマン

の里で練習を行って

おります。興味のあ

る方、大歓迎です。

◆問い合わせ先　
　一日市郷土芸術研究会
　畠山　☎８７５－２３４１

◆問い合わせ先　八郎潟町観光協会（役場産業課内）☎８７５－５８０３

観光ボランティア募集！ 願人踊の練習に
参加してみませんか！
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◎場　　所 ……………………………………………………

　八郎潟町町立図書館（役場３階）

◎開館時間 ……………………………………………………

　午前８時３０分～午後４時３０分（土・日・祝日も開館）

本を借りるときは図書利用カードが必要です。カードを作る際には教育委員会職員に声をかけてください。

◆図書館からのお知らせ

新
刊
案
内

一般向け　１６冊

書　　　名 著　者　名

恋歌（小説） 朝井まかて

自分を高める３６のスポーツメントレ（スポーツ） 大儀見浩介

穴（小説） 小山田浩子

これだけは知っておきたい園芸の基礎知識（園芸） 金田初代／監修

残月　みをつくし料理帖（小説） 高田郁

基礎から学ぶ！メンタルトレーニング（スポーツ） 高妻容一

ジャーニー・ボーイ（小説） 高橋克彦

なぜ生きる２（真宗・説教） 高森顕徹

書　　　名 著　者　名

覚えておきたい！お金と節約の基本８８（家庭経済） 畠中雅子／監修

昭和の犬（小説） 姫野カオルコ

ソーイングきほんの基本（裁縫） 水野佳子／監修

ラッピングのきほん事典（贈答） 宮田真由美／監修

スポーツマッサージ（スポーツ） 吉本完明　小内悠気／監修

原発ホワイトアウト（小説） 若杉冽

いちばんよくわかる刺しゅうの基礎（刺繍）

レオナール・フジタとパリ　１９１３－１９３１（図録）

（
４
月
１
日
付
け
、（　

）
内
は
前
役
職
名
）

　

４
月
１
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
福
祉
課

を
福
祉
課
と
保
健
課
に
改
め
ま
す
。
福
祉

課･

保
健
課
の
主
な
業
務
は
次
の
と
お
り
。

●
総
務
課

　

総
務
課
課
長
補
佐

　
　

村　

井　

健　

一
（
建
設
課
係
長
）

　

総
務
課
係
長

　
　

鎌　

田　

亜
希
子
（
福
祉
課
係
長
）

●
税
務
課

　

税
務
課
長

　
　

落　

合　
　
　

智
（
福
祉
課
長
）

　

税
務
課
主
任

　
　

安　

田　

真
一
郎
（
教
育
課
主
事
）

●
町
民
課

　

町
民
課
長

　
　

一
ノ
関　

一　

人
（
総
務
課
課
長
補
佐
）

　

町
民
課
主
事

　
　

小　

林　

玄　

知
（
産
業
課
主
事
）

●
福
祉
課

　

福
祉
課
長

　
　

小　

野　

良　

幸
（
町
民
課
長
）

　

福
祉
課
課
長
補
佐

　
　

齊　

藤　

嘉　

生
（
産
業
課
課
長
補
佐
）

　

福
祉
課
主
任

　
　

畠　

山　

舞　

子
（
福
祉
課
主
事)

●
保
健
課

　

保
健
課
長

　
　

小　

栁　

鉄　

秀
（
福
祉
課
課
長
補
佐
）

　

保
健
課
課
長
補
佐

　
　

金　
　
　

洋　

子
（
福
祉
課
係
長
）

　

保
健
課
係
長

　
　

加　

藤　
　
　

宏
（
福
祉
課
係
長
）

　

保
健
課
係
長

　
　

渋　

谷　

貴　

子
（
福
祉
課
係
長
）

　

保
健
課
主
事

　
　

伊　

藤　

円　

香
（
福
祉
課
主
事
）

　

保
健
課
主
事

　
　

小　

畠　

文　

香
（
福
祉
課
主
事
）

●
産
業
課

　

産
業
課
課
長
補
佐

　
　

村　

井　

秀　

竹
（
教
育
課
係
長
）

　

産
業
課
主
任

　
　

石　

井　

光　

輝
（
福
祉
課
主
任
）

●
建
設
課
兼
水
道
課

　

建
設
課
課
長
補
佐

　
　

加　

藤　

恒　

貴
（
建
設
課
係
長
）

　

建
設
課
係
長

　
　

鎌　

田　

憲　

明
（
産
業
課
係
長
）

●
教
育
委
員
会

　

教
育
課

　

教
育
課
長

　
　

渡　

部　

広　

保
（
議
会
事
務
局
長
）

　

教
育
課
係
長

　
　

澤
田
石　

考　

一
（
総
務
課
係
長
）

　

教
育
課
主
事

　
　

菊　

地　

宏　

明
（
税
務
課
主
事
）

●
幼
稚
園

　

教
育
課
係
長

　
　

北　

嶋　

淑　

子
（
教
育
課
主
任
）

●
議
会
事
務
局

　

議
会
事
務
局
長

　
　

鳴　

海　

一　

元
（
町
民
課
課
長
補
佐
）

●
採　

用

　

福
祉
課
主
事　

石　

川　

学　

斗

　

保
健
課
主
事　

金　
　
　

沙　

織

●
退　

職
（
３
月
３１
日
付
け
）

　

田　

中　

敏　

裕
（
税
務
課
長
）

　

土　

橋　

駒　

喜
（
教
育
課
長
）

　

吉　

田　

悦　

子
（
福
祉
課
課
長
補
佐
）

　

北　

嶋　

亮　

平
（
水
道
課
課
長
補
佐
）

●
再
任
用

　

吉　

田　

悦　

子
（
福
祉
課
専
門
員
）

　

北　

嶋　

亮　

平
（
水
道
課
専
門
員
）

（
４
月
１
日
付
け
）

■
八
郎
潟
小
学
校

●
転　

出

　

教
諭　

三　

浦　
　
　

智　

井
川
小
教
頭

　

教
諭　

後　

藤　

里　

香　

中
通
小

　

教
諭　

伊　

藤　

敏　

幸　

井
川
小

　

教
諭　

工　

藤　

良　

直　

美
里
小

●
退　

職
（
３
月
３１
日
付
け
）

　

教
諭　

石　

井　

浩　

司

●
転　

入

　

教
諭　

髙　

橋　

典　

子　

東
湖
小

　

教
諭　

山　

本　

み
ゆ
き　

払
戸
小

　

教
諭　

伊　

藤　
　
　

晃　

井
川
小

　

教
諭　

三　

浦　

千
華
子　

井
川
小

　

教
諭　

櫛　

引　
　
　

禅　

渟
城
南
小

■
八
郎
潟
中
学
校

●
転　

出

　

校
長　

中　

川　

真　

人　

仁
井
田
小

　

教
諭　

畠　

山　

紀　

彦　

五
城
目
第
一
中

　

講
師　

菊　

地　
　
　

歓　

御
野
場
中

●
退　

職
（
３
月
３１
日
付
け
）

　

教
諭　

山　

田　

利　

正

　

事
務　

伊　

藤　

康　

二

●
転　

入

　

校
長　

永　

田　
　
　

実　

下
浜
中

　

教
諭　

一　

関　

あ
ゆ
こ　

羽
城
中

　

教
諭　

角　

崎　
　
　

大　

北
陽
小

　

講
師　

大　

塚　

祐　

介　

男
鹿
東
中

　

事
務　

嶋　

田　

真　

一　

県
子
育
て
支
援
課

八
郎
潟
町
職
員人事

異
動

八
郎
潟
小
・
中
学
校

教
職
員
人
事
異
動

福
祉
課

社
会
福
祉

障
害
者
支
援

子
育
て
支
援

介
護
保
険

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

保
健
課

保
健
衛
生

健
康
増
進

福
祉
医
療

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
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～ 平成２６年度秋田県春の火災予防運動 ～ 

４月６日（日）
～４月１２日（土）

《３つの習慣》…………………………………………………………………

•寝たばこは、絶対やめる
•ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する
•ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す
《４つの対策》…………………………………………………………………

•逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する
•寝具・衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する
•火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する
•お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる

～３つの習慣・４つの対策～

▼ 住宅防火　いのちを守る７つのポイント ▼
実 施 期 間

3月7日
中学校卒業式
47名

3月14日　小学校卒業式　60名

3月13日　幼稚園卒園式　16名

保育園については、日程の都合により集会の写真を掲載しております。

保育園卒園　15名

◆問い合わせ先　役場町民課　☎８７５－５８０６

統一標語　「消すまでは　心の警報　ＯＮのまま」
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広報 平成２６年４月号

石井明
あ か り

香里さん
現八小６年生

本
当
の
努
力

　

私
は
今
、
何
事
に
も
努
力
を
し
て

い
る
だ
ろ
う
か
。
ど
ん
な
事
が
あ
っ

て
も
、
あ
き
ら
め
ず
に
最
後
ま
で
や

り
続
け
て
い
る
だ
ろ
う
か
。｢

天
才

と
は
一
％
の
ひ
ら
め
き
と
九
十
九
％

の
努
力
で
あ
る
。｣

こ
れ
は
、
エ
ジ

ソ
ン
が
残
し
た
言
葉
だ
。
九
十
九
％

も
努
力
を
し
た
エ
ジ
ソ
ン
と
は
、
ど

ん
な
人
な
の
か
。
そ
し
て
、
三
千
以

上
も
の
発
明
を
し
、｢

発
明
王｣

と

ま
で
よ
ば
れ
た
エ
ジ
ソ
ン
の
努
力
と

は
、
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。
私

は
と
て
も
興
味
が
わ
い
た
。

　

｢

努
力｣

と
は
何
だ
ろ
う
。
辞
典

に
は
、｢

あ
る
目
的
の
た
め
に
力
を

つ
く
す
こ
と｣

と
書
い
て
あ
っ
た
。

具
体
的
に
エ
ジ
ソ
ン
は
、少
年
時
代
、

汽
車
で
新
聞
売
り
の
仕
事
を
し
な
が

ら
も
、
空
き
時
間
を
使
っ
て
実
験
を

し
た
り
、
何
を
し
て
い
て
も
思
い
つ

い
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ア
イ
デ
ィ
ア

を
メ
モ
に
と
っ
た
り
し
て
い
た
そ
う

だ
。
ま
た
、一
つ
の
発
明
の
た
め
に
、

千
回
か
ら
二
千
回
も
の
実
験
や
研
究

を
重
ね
、商
品
を
生
み
出
し
て
い
る
。

白
熱
電
灯
で
は
、
長
時
間
と
も
る
電

球
を
作
ろ
う
と
、
成
功
し
て
も
、
ま

た
さ
ら
に
良
い
物
を
と
考
え
、
ね
る

時
間
を
お
し
ん
で
今
日
ま
で
使
わ
れ

る
電
灯
を
発
明
し
て
い
る
。
私
は
と

て
も
お
ど
ろ
い
た
。
や
は
り
エ
ジ
ソ

ン
は
、
九
十
九
％
の
努
力
を
し
て
い

る
と
改
め
て
感
じ
た
。失
敗
し
て
も
、

あ
き
ら
め
ず
に
や
り
続
け
る
こ
と
が

成
功
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
本
当

の
努
力
と
は
、
ま
ち
が
い
を
素
直
に

み
と
め
、
地
道
に
根
気
強
く
や
り
続

け
て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

　

冬
休
み
中
、
私
は
投
影
式
万
華
鏡

の
組
み
立
て
を
や
っ
て
み
た
。
何
度

や
っ
て
も
上
手
く
い
か
な
く
て
、
や

め
て
し
ま
お
う
か
と
思
っ
た
。
そ
れ

で
も
、
何
と
か
自
分
の
力
で
完
成
さ

せ
た
く
て
、
一
週
間
か
か
っ
て
や
っ

と
で
き
あ
が
っ
た
。
そ
し
て
、
う
ま

く
光
が
か
べ
に
う
つ
っ
た
時
、
す
ご

く
う
れ
し
か
っ
た
。
あ
き
ら
め
ず
に

努
力
す
れ
ば
、
必
ず
成
功
す
る
。
そ

の
根
気
強
さ
が
大
切
な
ん
だ
な
と
実

感
し
た
。
ま
だ
石
油
ラ
ン
プ
し
か
な

い
時
代
に
、
エ
ジ
ソ
ン
が
発
明
し
た

白
熱
電
灯
を
初
め
て
見
た
人
々
は
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
と
思
う
。
夜

を
明
る
く
照
ら
す
電
灯
を
見
た
時
、

エ
ジ
ソ
ン
の
努
力
を
た
た
え
感
動

し
、
自
分
も
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
に
な
っ
た
と
思
う
。
エ
ジ
ソ
ン

も
人
々
の
喜
び
を
見
て
、
満
足
だ
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
当
の

努
力
を
し
て
や
り
と
げ
た
時
、
と
て

も
大
き
な
感
動
が
生
ま
れ
る
。
そ
の

感
動
は
、
自
分
自
身
の
力
の
も
と
に

な
り
、
他
の
人
々
へ
も
広
が
っ
て
い

く
。
だ
か
ら
こ
そ
、
エ
ジ
ソ
ン
は
発

明
王
と
よ
ば
れ
、
今
と
な
っ
て
も
い

大
な
人
物
な
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
た
。

　

こ
の
本
を
よ
ん
で
、
学
ん
だ
こ
と

が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は

｢

い
ろ
い
ろ

な
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う｣

と
い
う
こ

と
だ
。
発
明
品
の
中
に
は
、
み
と
め

て
も
ら
え
な
か
っ
た
物
も
た
く
さ
ん

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
や
っ
て
み

な
い
と
分
か
ら
な
い
。
挑
戦
し
な
い

こ
と
に
は
何
も
始
ま
ら
な
い
と
い
う

こ
と
だ
。
も
う
一
つ
は

｢

あ
き
ら
め

ず
に
努
力
し
よ
う｣
と
い
う
こ
と
だ
。

根
気
強
く
や
り
続
け
れ
ば
、
必
ず
成

功
す
る
か
ら
だ
。
今
後
、
く
じ
け
そ

う
に
な
っ
た
時
に
は
、
エ
ジ
ソ
ン
の

こ
と
を
思
い
出
し
、
あ
き
ら
め
ず
に

本
当
の
努
力
が
で
き
る
人
に
な
り
た

い
と
思
う
。
ど
ん
な
時
で
も
、
希
望

を
失
わ
ず
、
夢
に
向
か
っ
て
前
向
き

に
生
き
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。

読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル

小
学
生　

高
学
年
の
部

春の全国交通安全運動

◆問い合わせ先　五城目警察署　☎８５２－４１００

４月６日（日）～４月１５日（火）の１０日間

～新入学（園）児を交通事故から守ろう～

  運動の基本

子どもと高齢者の交通事故防止

  運動の重点

○自転車の安全利用の推進

○すべての座席のシートベルトとチャイルドシートの正し

い着用の徹底

○飲酒運転の根絶

○横断歩行者の交通事故防止

  ドライバーのみなさんへ

　横断しようとしている歩行者を見かけたときは、横断歩

道の手前で一時停止し、歩行者の通行を妨げないようにし

ましょう。

火災その他の災害から地域を守る！

わたしたちの町を守る！

《消防団員募集》

八郎潟町消防団
駆付訓練

※訓練のためのサイレンが鳴りますが、火

災ではありませんのでお間違えのないよう

お願いします。（火災予防運動期間中は消

防団が全町を警戒巡回します）

４月６日（日）午後２時～

八郎潟町小池字萱戸家付近

◆問い合わせ先　役場町民課　☎８７５－５８０６



まちの話題

　２月２５日、町は秋田中央郵便局及び八郎潟町内郵便局と「災

害発生時の対応と平常時における高齢者見守り活動の相互協力

に関する協定」を締結しました。災害発生時に町民の安全・安

心を確保するために連携して援護活動をすすめるほか、平常時

は高齢者等の日常生活における異変等を連絡し合うなど、見守

り活動についても協力することを目的とする協定です。

郵便局と災害協定　高齢者見守り協定

　平成２５年度秋田県消防功労者表彰式において、本町消防団第４分団

長齊藤 一さん（真坂）が消防庁長官表彰を受けられました。齊藤さん

は昭和４８年以来４０年間にわたり、消防団員として防火思想の普及、消

防施設の整備等地域の防災に取り組んだことが評価され、このたびの受

章となりました。

齊藤 一さん　消防庁長官より表彰

　２月２６日、平成２５年度秋田県スポーツ賞授与式が行われ、町体育協

会会長の齊藤久治郎さんが栄誉賞を受賞されました。齊藤さんは、長年

にわたり町体育協会役員として率先して事業の中心的役割を担い、協会

の発展に貢献されました。また、秋田わか杉国体では、町が会場地となっ

たウエイトリフティング競技において競技委員として多大な尽力をされ

ました。これらのことが評価され、このたびの受賞となりました。

齊藤久治郎さん　県スポーツ賞栄誉賞

　２月２６日、相馬勝信農業委員会会長が三戸留吉議会議長へ女性農業委

員の登用に向けた要請書を提出しました。秋田県では、「秋田県農山漁村

男女共同参画ビジョン」において平成２７年度までに女性農業委員の割合

を１０％まで引き上げる目標を掲げています。本町においては、まだ女性

の登用が実現されていないことから、町農業委員会会長、秋田県女性農

業委員協議会会長（高橋 京子 氏）、秋田県農業会議会長（二田 孝治 氏）

の連名により要請されました。

女性農業委員の登用に向けた要請書を提出

　３月４日、八郎潟幼稚園で、子供を守る「黄色い事故ぼうし（防

止・帽子）」贈呈式が行われました。小学校入学予定の園児１６人

の代表者に対して、ニャンパチから黄色い帽子が手渡されました。

また、同時に「ニャンパチと学ぶ交通安全教室」も開かれ、園児

はニャンパチと一緒に横断歩道の渡り方を学習しました。

黄色い帽子が贈呈されました
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　八郎潟町芸術文化協会による「学芸文化章」授与式が３月３日八
郎潟中学校で、３月１１日に八郎潟小学校で行われました。この授
与式は、本町における芸術文化の振興発展を図るため設けられたも
のです。受賞された方々をご紹介します。

【八郎潟中学校】
落合　裕子さん（受賞時八中３年）
《受賞》第６５回潟上・南秋英語暗唱弁論大会　弁論の部　優勝
三浦　柚香さん（受賞時八中２年）
《受賞》第５４回秋田県児童生徒美術展　優良

【八郎潟小学校】
石井　　覚さん（受賞時八小４年）
　《受賞》第５４回秋田県児童生徒美術展　推奨

八郎潟町芸術文化協会「学芸文化章」

　第２０回秋田県ソフト大賞で、八郎潟中学校の吉田 茜さん（受賞
時八中１年）が考案した「アニマルボイス」が最優秀賞に選ばれま
した。本大賞は県情報産業協会によるもので、「未来―夢のアイデ
ア―」というテーマでコンピューターソフトに関するアイデアを募
集し、全県から７３０点の応募がありました。

吉田 茜さん　県ソフト大賞最優秀賞受賞！

落合　裕子 さん

石井　　覚 さん

三浦　柚香 さん

吉田　　茜さん

　３月２１日、農村環境改善センターで「こころの健康づくり集会」
が開催されました。２２０人が参加し好評でした。
　〈一部〉では「悲しみは愛しさと共に～自死遺族として伝えたいこ
と」と題して全国自死遺族連絡会世話人・田中幸子氏による講演があ
り、遺族として「自殺」でなく「自死」と言葉を変えていくことで差
別や偏見を解消していきたいとお話されました。〈二部〉のわらび座
生き生きシアターでは家族の絆をテーマにしたミュージカルが笑いと
涙を誘っていました。

自殺のない地域を目指して
「こころの健康づくり集会」

３／９  建設技能組合が技能奉仕

３／１５  あけぼの最後の定期運行

２／２６  八小児童が秋田音頭を発表

３／１７  将棋講座　完結！

　八郎潟建設技能組
合が、小学校・幼稚
園で修繕のボラン
ティア活動を行いま
した。

　寝台特急あけぼの
のラストランを、町
民のみなさんとニャ
ンパチが八郎潟駅で
見送りました。

　八郎潟小学校の児
童が、保育園で秋田
音頭と一日市盆踊り
を披露しました。

　１１月から行われて
いた小学生将棋講座
が最終回を迎え、棋
力を認定してもらい
ました。
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保健センターだより 保 健 セ ン タ ー　☎８７５－２８００

地域包括支援センター　☎８７５－２８３５

４月の保健衛生・介護予防カレンダー
●乳幼児・妊婦

日・曜日 事　　業　　名 対　　象　　者 場　　　　所 時　　　　間

１０日㈭ 妊婦相談、母子手帳発行 母子手帳の必要な妊婦

保健センター

午前８時４０分～１１時３０分受付

１０日㈭ 乳児健康診査
平成２５年５月生
平成２５年８月生
平成２５年１２月生

午後１時～１時３０分受付

１７日㈭
１歳６カ月児・３歳児
健康診査

平成２４年７～９月生
平成２２年１０～１２月生

午後１時～１時３０分受付

●介護予防教室

日・曜日 事　　業　　名 対　　象　　者 場　　　　所 時　　　　間

１６日㈬ 高岡おたっしゃくらぶ

おおむね６５歳以上の方

高岡コミュニティセンター 午後１時～３時

１７日㈭ 川崎おたっしゃくらぶ 川崎多目的センター 午前９時４０分～１１時３０分

１８日㈮ 寿山荘おたっしゃくらぶ 寿山荘 午後１時～３時

●介護予防教室  

日・曜日 事　　業　　名 対　　象　　者 場　　　　所 時　　　　間

１０日㈭
２４日㈭

筋筋くらぶ

おおむね６５歳以上の方

保健センター
※１０日は改善センター

午後１時～３時

２３日㈬ ストレッチ教室 保健センター 午後１時～２時３０分

５月より
開始予定

元気ぱわふる運動教室 おおむね６５歳以上の男性

オリンピック記念会館

午前１０時～１１時３０分

いきいきシニア
健康エクササイズ（初級）

申込をされた方

午前１０時３０分～１１時３０分

いきいきシニア
健康エクササイズ（中級）

保健センター 午後１時３０分～３時

◆問い合わせ先　保健センター　☎８７５－２８００

実施月日 乳 児 健 診 対 象 児

４月１０日㈭ 平成２５年５月・８月・１２月生

５月２２日㈭ 平成２５年６月・９月、平成２６年１月生

６月１２日㈭ 平成２５年７月・１０月、平成２６年２月生

７月１４日㈪ 平成２５年８月・１１月、平成２６年３月生

８月２１日㈭ 平成２５年９月・１２月、平成２６年４月生

９月１８日㈭ 平成２５年１０月、平成２６年１月・５月生

実施月日 対　　　象　　　児

★４月１７日㈭ 平成２２年１０月・１１月・１２月生

８月７日㈭ 平成２３年１月・２月・３月生

《３歳児健診》

実施月日 対　　　象　　　児

６月６日㈮ 平成２３年７月～１２月生

《２歳児歯科健診》
※受付時間午後１時～１時２０分

実施月日 対　　　象　　　児

★４月１７日㈭ 平成２４年７月・８月・９月生

７月１０日㈭ 平成２４年１０月・１１月・１２月生

《１歳６カ月児健診》《乳児健診》

　★マークのついてい

る日は、同時に２つの

健診を実施します。

各健診は…

受付時間　午後１時～１時半

場　　所　保健センター

八郎潟町乳幼児健診日程表平成26年度 （４～９月分）
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◆申し込み・問い合わせ先　八郎潟保育園　☎８７５－５１７２

「はっぴぃ」から「はっぴぃ」から「はっぴぃ」から❻月のお知らせ❻月のお知らせ❹月のお知らせ地域子育て支援センター

人権擁護委員
工藤 常子さん再任

　人権擁護委員はあ

なたの町の相談員で

す。いじめ、差別、

虐待、セクハラ、暴

力、近隣間の騒音な

ど、ひとりで悩まず

ご相談ください。

　町では新たなグッズの

製作を考えております。

一緒に考えて製作・販売

し、町を盛り上げません

か？

　４月１５日（火）までご連

絡ください。

転倒が心配という人、

体力が衰えたという人、

お話の機会が減ったという人、

笑うことが少なくなったと感じている人、

介護予防教室に参加してみましょう。

新しい時間をすごすことによって

自分を切り開いていけるかもしれません。

　地域包括支援センターでは、６５才以上の方を対象に転
倒予防体操を中心にゲームを取り入れた教室を保健セン
ターや地区集会所で開催しています。（１６ページ下部表の
とおり）
　お友達同士お誘い合わせておいでください。

◆問い合わせ先　地域包括支援センター　☎８７５―２８３５

ニャンパチグッズを
共同製作してくださる
団体・事業主さん募集！

◆問い合わせ先　役場総務課　☎８７５－５８０１

平成２６年４月１日から

１６日、２３日、３０日（いずれも水曜日）

時間…午前９時～正午

場所…八郎潟保育園「はっぴぃ」

平日午前９時～１１時

開催日…１１日㈮、１４日㈪、２１日㈪、２４日㈭、２８日㈪

時　間…午前９時～午後１時

場　所…保健センター

　八郎潟町の地域子育て支援センター「はっぴぃ」で
は、子育て中のご家庭をサポートするために、親子で
一緒に遊べる「げんきっこ広場」の開催や保育園の「は
っぴぃの部屋」や園庭の開放、育児相談等を行ってお
ります。お母さんだけでなく、お父さんや祖父母のみ
なさんもお子さんと一緒に参加して、子育ての輪を広
げ、楽しい集いの場を共につくっていきましょう。た
くさんのご参加をお待ちしております。

４月のげんきっこ広場

４月のはっぴぃ開放日４

保育園の園庭開放保

今月の特別企画

○親子で作ろう「こいのぼり」　
　２１日㈪、２４日㈭、２８日㈪

○４月のお誕生会、身長・体重測定　２８日



役場直通電話番号・メールアドレス
  役場代表　☎０１８－８７５－５８００

◆出　納　室 ☎８７５－５８０４

　kaikei@town.hachirogata.lg.jp

◆総　務　課 ☎８７５－５８０１

　soumu@town.hachirogata.lg.jp

◆税　務　課 ☎８７５－５８０７

　zeimu@town.hachirogata.lg.jp

◆町　民　課 ☎８７５－５８０５
５８０６

　tyoumin@town.hachirogata.lg.jp

◆福　祉　課 ☎８７５－５８０８

　fukushi@town.hachirogata.lg.jp

◆保　健　課 ☎８７５－５８１３

　hoken@town.hachirogata.lg.jp

◆産　業　課 ☎８７５－５８０３

　sangyou@town.hachirogata.lg.jp

◆建設課・水道課 ☎８７５－５８０９
５８１１

　建設担当
　kensetsu@town.hachirogata.lg.jp

　上下水道担当
　jyougesui@town.hachirogata.lg.jp

◆教　育　課 ☎８７５－５８１２

　kyouiku@town.hachirogata.lg.jp

◆幼　稚　園 ☎８７５－２７３４

　youchien@town.hachirogata.lg.jp

◆議会事務局 ☎８７５－５８１０

　gikai@town.hachirogata.lg.jp

◆保健センター ☎８７５－２８００

　hokensenta@town.hachirogata.lg.jp

◆地域包括支援センター（保健センター内）
☎８７５－２８３５

　houkatu@town.hachirogata.lg.jp

◆オリンピック記念会館
☎８７５－５５００

　shatai@town.hachirogata.lg.jp

◆農村環境改善センター（公民館）
☎８７５－５７７７

　kouminkan@town.hachirogata.lg.jp

◆問い合わせ先
　役場町民課　☎８７５－５８０６

「防災ネット八郎潟」に
アドレス登録を！

　町内における火災や自然災害
など、安全・安心に関係する情
報が配信されます。
　詳しくは、ホー
ムページをご覧く
ださい。

アドレス

bousai-net@town.hachirogata.lg.jp

平成２６年４月から、さかのぼって国民年金
保険料の免除申請ができるようになります
　これまでは、さかのぼって免除申請ができる期間は、申請時点の直前

の７月（学生納付特例は４月）まででした。平成２６年４月からは過去

２年（２年１カ月前）までさかのぼって申請ができるようになります。

学生納付特例も同様です。

《手 続 き》

　役場町民課または年金事務所に「国民年金保険料免除・納付猶予申請

書」または「国民年金保険料学生納付特例申請書」を提出してください。

八郎潟町

◆問い合わせ先　役 場 町 民 課　☎８７５－５８０５
　　　　　　　　秋田年金事務所　☎８６５－２３９９

教育委員会からのお知らせ

八郎八郎潟潟町潟町教育教育教育委員委員委員会会　会　TEL  878 5ー5 585812

☆日　　時　平成26年４月23日（水）
　　　　　　午後１時30分
☆場　　所　八郎潟町役場　３階会議室
☆主な案件　①要綱の制定について
　　　　　　②教育委員学校訪問等について
　　　　　　③学校評価システムの実践結果と第３
　　　　　　　者評価について
　　　　　　④小中連携教育実践シートについて
　　　　　　⑤平成26年度教育委員会事務分掌について
※日時･場所及び議案等は変更になる場合があります。
　直前にお問い合わせくだされば、お知らせします。

４ 月の教育委員会 ７日
　中学校卒業式

13日
　幼稚園卒園式

14日
　小学校卒業式

19日
　第３回定例会

28日
　転出教職員あいさつまわり

３月の
教育委員のうごき

傍聴を希望する方へ
・受付場所　教育委員会事務室（役場３階）
・受付時間　会議開始の10分前から受付
・傍聴手続 所定の用紙に住所･氏名･職業等を記入し、会議開始まで会議室前

でお待ちください。
※会議は原則として公開していますが、案件によっては非公開となる場合があります。

■八郎潟町がんばれふるさと基金
～ふるさと納税制度～

（※）事業の内訳
　①豊かな自然環境を守り、活用する事業

　②次代を担う子どもたちの教育環境の充実に関する事業

　③伝統と文化の保存、継承に関する事業

　④福祉の向上と健康づくりに関する事業

　⑤スポーツの振興に関する事業

　⑥特に指定なし

【２６年１月の申込状況】　　　　　　　　　　　　　　指定事業（※）

　岐阜県関市　　　　渡 部 孝 夫 様 　 １０，０００円　　⑥

１月分の掲載が遅れましたこと、お詫び申し上げます。
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３月分
段ボール 新　　聞 雑　　誌 積 立 金

２，９５０㎏ ９，８９０㎏ ５，８４０㎏ １１１，５５２円

累　計 ７，９１０㎏ ２４，６００㎏ １３，１５０㎏ ２７３，８５１円

■資源ゴミ還元事業 平成２６年分

２月■町長交際費の支出状況

分　類 件　数 金額（円） 内　　　　　訳

会　費 ２ ８，０００ 南秋を語る会、秋信合同新年会

その他 ３ １３，７９０
体育協会スポーツ賞・スポーツ講演会、長盛・
長寿クラブ総会他

計 ５ ２１，７９０

　町長等が外部との交際に要した経費の概要をお知らせします。

検　査　項　目 検査結果 基　　準　　値

1 一般細菌 １CFU/ml 集落数が１００CFU/ml以下

2 大腸菌 陰性 検出されないこと

3 塩化物イオン ２８．４㎎ /ｌ ２００㎎ /ｌ以下

4 有機物（全有機炭素（TOC）の量） ０．５㎎ /ｌ ３㎎ /ｌ以下

5 pH値 ７．３ ５．８以上８．６以下

6 味 異常なし 異常でないこと

7 臭気 異常なし 異常でないこと

8 色度 ０．５度未満 ５度以下

9 濁度 ０．１度未満 ２度以下

10 残留塩素 ０．４㎎ /ｌ

　平成２６年２月２１日採取分　浄水採取場所；八郎潟町浄水場の蛇口
■水質検査結果（浄水） 

■八郎潟町国民健康保険者医療費状況
区　　分 一 般 分 退 職 分 合　　計

１２月分医療費 ４４，５２７，３００ ６，０７８，１５８ ５０，６０５，４５８

１月分医療費 ４１，２９２，１３０ ７，１０９，７５６ ４８，４０１，８８６

比 較 増 減 △３，２３５，１７０ １，０３１，５９８ △２，２０３，５７２

（単位：円）

区　　分 一 般 分 退 職 分 全体（平均）

八 郎 潟 町 ２８，１２８ ４０，１６８ ２９，４２４

医 療 圏 内
（秋田・男鹿・潟上・南秋） ３０，４７９ ３５，７８４ ３０，７８６

秋　田　県 ２８，７５９ ２９，８５４ ２８，８４３

（単位：円）● 一人当たりの医療費（平成２６年１月分）

※ジェネリック医薬品の利用促進にご協力をお願いします。
　同じ成分・同じ効き目で安く、医療費にも家計にもやさしいお薬です。
　もちろん安全性は保障されています。

（６円/㎏） （６円/㎏） （５円/㎏）

 ３月４日

◆林道天池線災害復旧工事

・㈲スダ商会建設

・１，９５０，０００円

・Ｈ２６．３．５～Ｈ２６．３．３１

※金額は落札額（税抜）です

■入札の結果
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第７４回
まめだが～民謡の集い

　秋田民謡、みんなで唄うもよし聞

くもよし（無料）

●日　時　４月１４日（月）

　　　　　午後２時～

●場　所　防災センター

●参加費　無料

◆問い合わせ先

　まめだが～民謡クラブ（岩村）

　☎８７５－３３３５

４月納付分から協会けんぽの
介護保険料率が上がります

　協会けんぽ秋田支部は、主に中小

企業にお勤めの従業員とそのご家

族約３３．６万人（県民の３人に１人）

が加入する健康保険です。健康保険

料率は前年度同率の１０．０２％に据え

置きとなりますが、４０歳から６４歳

までの方に対する介護保険料率は、

介護給付費の増加に伴い、１．７２％

（２５年度１．５５％）に引き上げとなり

ます。

（例）月収３０万円（税引き前）の方の

介護保険料は２５５円増

※任意継続被保険者の方は、事業主

負担分も加わります。

◆問い合わせ先

全国健康保険協会（協会けんぽ）

秋田支部　

☎８８３－１８４１

秋田県司法書士会
司法書士による無料相談会

　秋田県司法書士会では、毎月第３

木曜日に相続、贈与、借金、多重債

務などについての無料相談会を行っ

ております。

●日時　４月１７日（木）

　　　　午後１時～４時

●場所　潟上市役所飯田川庁舎１階

◆申し込み・問い合わせ先

　八郎潟町社会福祉協議会

　☎８７５－３８７１

湖東地区消防本部
「定期救命講習」

●内容　ＡＥＤを用いた心肺蘇生法

●日時　４月２０日（日）

　　　　午前９時～正午

（毎月第３日曜日）

●場所　湖東地区消防本部

※講習は無料。

　４月１８日（金）までお申し込みく

ださい。

◆申し込み・問い合わせ先

　湖東地区消防本部

　☎８７４－２４２０

●研修日程
　５月７日（水）～９月１９日（金）
●研修会場
　医療法人正和会  会議室（潟上市昭和）
●受講対象
　全過程の受講が可能な方で次のい
ずれかに当てはまる方
①福祉の職場に就労を希望し、資格
取得を目指す方
②ボランティアとしての福祉活動を
希望する方
③高齢者を抱え、介護の知識を必要
としている方
④満５５歳以下の方
●受 講 料　４５，０００円
●申込場所
　介護老人保健施設  ほのぼの苑  受付
（潟上市昭和大久保字街道下９２－１）
※郵送での申し込みは受け付けて
おりません。

●申込期間
　４月１日（火）～４月３０日（水）
申し込みには、証明写真（３㎝×４
㎝）と印鑑及び身分を証明できるも
の（免許証や保険証等）をお持ちく
ださい。

◆問い合わせ先
　医療法人正和会　玉井
　☎８７７－７１１０

介護職員初任者研修

海上保安学校学生採用試験

●試験の区分
　船舶運航システム課程
●受付期間
　郵送または持参：４月１日（火）

～４月４日（金）
　インターネット申込：
４月１日（火）午前９時～

４月８日（火）受信有効
●第１次試験　５月１８日（日）

◆申し込み・問い合わせ先
　秋田海上保安部
　☎８４５－１６２１

平成２７年
歌会始のお題は「本」

　歌会始のお題が「本」と定められ

ました。詠進歌の詠進要綱をご確認

のうえ、詠進ください。

●締　切　９月３０日（火）

　　　　　当日消印有効

◆問い合わせ先

　宮内庁☎０３－３２１３－１１１１

　ホームページ

http://www.kunaicho.go.jp/event/

eishin.html

あきた安全安心住まい推進事業

　県では住宅を建設又はリフォーム

等される方に対して、次の事業によ

り補助します。

①住宅リフォーム推進事業

②住宅用太陽光発電システム普及

支援事業

③「秋田スギの家」普及促進事業

　補助条件などの詳細は県のホーム

ページ、または県の地域振興局建築

課までお問い合わせ下さい。

◆問い合わせ先

　秋田地域振興局建築課

　☎８６０－３４９１

平成２６年度
労働基準監督官採用試験

●インターネット受付期間
　４月１日（火) ～１４日（月）
●申込専用アドレス
http://www.jinji-shiken.go.jp/
juken.html
●第１次試験　６月８日（日）
　秋田大学教育文化学部３号館（予定）

◆問い合わせ先
　秋田労働局総務部総務課人事係
　☎８６２－６６８１

秋田朝日放送（ＡＡＢ）

☆２４日（木）　午前１０時３０分頃

秋田ふるさと手作りＣＭ大賞２０１３
八郎潟町ＣＭ　４月の放送日
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戸籍だより
（２月届出分）

◆
預
託
状
況

（
平
成
２６
年
３
月
１６
日
現
在
）

２
・
１２　

長
盛
ク
ラ
ブ
・

長
寿
ク
ラ
ブ　

様

　

一
円
募
金
運
動金　

９
，
５
７
０
円

２
・
２１　

１４
区　

北
嶋　
　

茂　

様

　

香
典
返
し
（
亡
父　

末
藏
さ
ん
）

金　

５
０
，
０
０
０
円

２
・
２４　

羽
立
弁
天
ク
ラ
ブ
・

中
羽
立
弁
天
ク
ラ
ブ　

様

　

一
円
募
金
運
動金　

１
，
１
５
５
円

３
・
４　

浦
大
町　

久
米　

達
哉　

様

　

善
意
と
し
て金　

５
０
，
０
０
０
円

３
・
１２　

６
区　

伊
藤
美
和
子　

様

　

香
典
返
し（
亡
父　

銀
之
助
さ
ん
）

金　

３
０
，
０
０
０
円

八
郎
潟
町
善
意
銀
行

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

八
郎
潟
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
８
７
５

－

３
８
７
１

善　

意

八郎潟エコ活動グループより
みんなでecoを

自然観察会・体験教室の
ご案内

【しいたけの植菌体験】
　原木に穴をあけ、駒打ちを体験し
てみよう
４月１２日（土）１０時～１２時

【春の野鳥観察会】
　野鳥の森の春の野鳥たちを観察し
よう！
４月２９日（火・祝）８時～１０時

（※早いです。時間注意！）

　場所は環境と文化のむら（野鳥の
森）、参加費はいずれも無料です。

◆申し込み・問い合わせ先
　環境と文化のむら
　☎８５２－２２０２

第１２回秋田県障害者
スポーツ大会

●期日及び種目　
８月３０日（土）
水泳、アーチェリー、一般卓球、
サウンドテーブルテニス、ボウリ
ング、バレーボール（精神障害）
９月１３日（土）
　陸上競技、フライングディスク
●申込方法
　４月２８日（月）より役場福祉課に
て要綱・申込関係書類の配布を開始
します。役場福祉課窓口での申込締
切は５月３０日（金）です。また、同
日より協会ホームページでもご利用
になれます。

◆問い合わせ先
　秋田県障害者スポーツ協会
　☎８６４－２７５０
　ファックス　８７４－９４６７

◎健やかに

  ２・６ 工藤　凛子（りんこ） 女

（優介・真由香）１４区

  ２・１１ 近藤　瑞和（みお）　 女

（淳介・あや子）２１区

◎ご冥福をお祈りします

  ２・２ 村井　　功（７３歳） ２７区

  ２・３ 三戸慶一郎（８９歳） ９区

  ２・３ 小林專之助（８３歳） ３２区

  ２・４ 北嶋　末藏  （９３歳） １４区

  ２・９ 伊藤　　弘（８３歳） ２８区

  ２・１５ 藤原ウメノ（９６歳） １３区

  ２・１９ 北嶋タミヱ（９６歳） 浦大町

  ２・２２ 齊藤　ヒサ（７９歳） 浦大町

※『戸籍だより』への掲載を希望

されない方は、届け出の際に

お申し出ください。

町のミニ統計（２月末現在）
◇人　口

　当　月　　先月比　　昨年比

男２，９８６人（－００５人）（－０５４人）

女３，４３８人（－００４人）（－０４６人）

計６，４２４人（－００９人）（－１００人）

◇世帯数

　２，４８７戸（－００２戸）（－００７戸）

◇出　生　０２人

◇死　亡　０８人

◇転　入　０６人

◇転　出　０９人

 ふれあい

▼
春
め
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

雪
で
車
通
勤
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
お
か
げ
で
よ
う
や
く
車
の
運

転
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
が
、

同
時
に
運
動
不
足
も
痛
感
し
て

い
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
町
民
体
育

祭
に
向
け
て
体
力
づ
く
り
を
せ

ね
ば
。　
　
　
　
　
　
　

  

○太

飲酒運転等追放競争結果 １位
（全県２５市町村・平成２６年２月末現在）

平成２６年

平成２６年度秋田地区
障害者スポーツ教室

●日　程
　４月２０日、５月１８日、６月２２日、
７月２０日、８月１７日、９月２１日、
１０月１９日、１１月１６日、１２月２１日、
平成２７年１月１８日、２月１５日、３
月１５日（いずれも日曜日）
●会　　場
秋田県心身障害者総合福祉センター
（県社会福祉会館内）
●参 加 費　無料
●実施種目
フライングディスク、卓球バレー、
ボッチャ、卓球
●申込方法
　所定の申込用紙により郵送又は
ファックスにて事務局へ（申込用紙
等は協会ホームページよりダウン
ロードできます）

◆問い合わせ先
　秋田県障害者スポーツ協会
　☎８６４－２７５０
　ファックス　８７４－９４６７

野生動植物の保護（１）

　水鳥の生息地として国際的に
重要な湿地及びそこに生息、生
育する動植物の保全と賢明な利
用を推進することを目的とし
た「ラムサール条約」に日本は
１９８０年に加入し、北海道の釧
路湿原、宮城県の伊豆沼・内沼、
千葉県の谷津干潟、滋賀県の琵
琶湖など３７カ所が適地として
登録されています。
☆野生動植物を大切にしましょ
う。
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＊
広
報
八
郎
潟　

No.
６
４
６  　
　

＊
発
行
／
八
郎
潟
町
役
場
・
編
集
／
総
務
課　
　
　
　
　
　
　
　
　

〒
０
１
８
・
１
６
９
２　

秋
田
県
南
秋
田
郡
八
郎
潟
町
字
大
道
80
番
地　
　
　
　

＊
TEL

０
１
８
│
８
７
５
│
５
８
０
０   

FAX

８
７
５
│
３
０
９
６　

＊
印
刷
／
㈱
八
郎
潟
印
刷 ◆問い合わせ先　役場総務課　☎８７５－５８０１

見上　　咲さん
鎌田富士子さん
鈴木　キヌさん
石川こよみさん
土岐　晄生さん

３月号当選者

◆◆◆ニャンパチグッズが当たる！クイズ◆◆◆

Ｑ　ニャンパチが見送った列車はなんでしょう？
　　①寝台特急あけぼの　②寝台特急日本海　③特急つがる　④リゾートしらかみ

「答え・住所・氏名・年齢・ニャンパチへのメッセージ」を書いて、ハガキかファックスか
メールで下記のあて先まで送ってください。抽選で３名様にニャンパチ缶バッジが当たる
ニャン！当選者は５月号で発表します。

あ　て　先：〒０１８－１６９２　八郎潟町字大道８０番地　ニャンパチクイズ係
ファックス：８７５－３０９６　メール：nyanpachi@town.hachirogata.lg.jp

締切
／４１１（金）
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④
願
人
踊
の
伝
承

　

願
人
踊
は
、
江
戸
時
代
の
中
頃
は
、

副
川
神
社
の
祭
礼
と
し
て
踊
ら
れ
て
い

た
。
そ
の
後
、
ど
の
よ
う
に
し
て
現
在

ま
で
継
承
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、

考
察
し
た
い
と
思
う
。

▽
明
治
初
期
頃　

〜
諏
訪
神
社
で
主
と

し
て
有
産
階
級
の
後
継
ぎ
連
中
が
歌
舞

伎
芝
居
を
豪
華
に
や
っ
た
の
に
対
抗
し

て
、
当
時
の
冷
飯
ぐ
い
の
若
勢
連
中
が

こ
の
歌
舞
伎
を
向
う
に
張
っ
て
、
願
人

踊
を
行
い
人
気
を
博
し
て
い
た
。
以
後
、

歌
舞
伎
芝
居
は
絶
え
願
人
踊
だ
け
が
伝

承
さ
れ
て
き
た
。

▽
大
正
時
代
か
ら
戦
前
ま
で　

〜
大
百

姓
や
商
店
で
住
み
込
み
で
働
い
て
い
た

若
勢
達
が
願
人
踊
を
踊
っ
て
い
た
。

▽
戦
後
の
昭
和
２５
年　

〜
戦
争
に
よ
り

途
絶
え
て
い
た
願
人
踊
を
一
日
市
漁
協

青
年
部
が
復
活
さ
せ
る
。
そ
の
時
は
、

願
人
馬
方
節
を
願
人
踊
と
共
に
、
一
日

市
地
区
の
各
家
々
の
玄
関
や
庭
先
で
披

露
し
た
。
し
か
し
、
漁
協
青
年
部
の
願

人
踊
は
４
年
間
で
途
絶
え
る
。

▽
昭
和
３１
年
５
月　

〜
一
日
市
に
古
来

か
ら
伝
わ
る
郷
土
芸
能
を
後
世
に
正
し

く
伝
え
、
郷
土
芸
術
保
存
員
の
育
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
昭
和
２７
年
３
月
に

設
立
し
た
一
日
市
郷
土
芸
術
研
究
会
が

願
人
踊
を
継
承
す
る
。
し
か
し
、
願
人

馬
方
節
は
、唄
い
手
の
養
成
を
図
る
も
、

途
絶
え
る
こ
と
に
な
る
。

▽
昭
和
３９
年
頃　

〜
一
日
市
郷
芸
会
員

に
よ
る
公
演
が
一
時
途
絶
え
、
活
動
が

活
発
で
あ
っ
た
青
年
団
の
上
町
・
下
町

支
部
員
が
郷
芸
の
会
員
と
な
り
継
承
を

図
る
。
こ
の
頃
か
ら
、
タ
ン
ト
節
の
継

承
が
途
絶
え
る
。

▽
昭
和
４８
年
１２
月
１０
日　

〜
願
人
踊
が

秋
田
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

る
。
翌
年
の
８
月
２０
日
に
町
主
催
の
記

念
行
事
、
祝
賀
会
が
行
わ
れ
た
。
一
日

市
４
箇
所
、
小
池
、
夜
叉
袋
、
真
坂
、

浦
大
町
、
川
崎
と
計
９
箇
所
で
願
人
踊

が
披
露
さ
れ
た
。

▽
昭
和
５２
年
５
月
５
日　

〜
県
指
定
文

化
財
の
１６
ミ
リ
映
画
フ
ィ
ル
ム
製
作
の

た
め
、
願
人
踊
が
中
嶋
小
柳
重
幸
宅
庭

園
と
そ
の
付
近
で
映
像
化
さ
れ
た
。
そ

の
時
、
タ
ン
ト
節
も
１
番
か
ら
５
番
ま

で
収
録
す
る
。

▽
昭
和
５７
年
５
月　

〜
青
年
団
活
動
も

下
火
と
な
り
当
研
究
会
に
加
入
す
る
人

も
少
な
く
な
っ
た
の
で
、
前
小
柳
郷
芸

会
長
が
、
後
継
者
育
成
の
た
め
、
小
学

校
の
校
長
に
お
願
い
し
、
子
ど
も
願
人

踊
を
発
足
す
る
。
発
足
し
て
か
ら
３０
年

以
上
と
な
り
、
子
ど
も
願
人
踊
経
験
者

は
２
０
０
人
に
及
び
、
そ
の
中
か
ら
、

９
人
が
当
研
究
会
の
会
員
と
な
り
活
躍

し
て
い
る
。
後
継
者
の
育
成
が
実
を
結

ん
で
い
る
。

▽
平
成
６
年
度　

〜
小
学
校
に
伝
承
遊

び
ク
ラ
ブ
が
創
部
さ
れ
る
。
一
日
市
盆

踊
り
の
太
鼓
・
笛
や
願
人
踊
を
習
得
す

る
。
こ
の
頃
か
ら
、
男
子
の
み
の
子
ど

も
願
人
踊
に
女
子
が
加
入
す
る
こ
と
と

な
る
。

▽
平
成
１７
年　

〜
小
学
校
の
３
年
生
が

総
合
的
な
学
習
の
課
題
と
し
て
、
願
人

踊
を
体
験
学
習
す
る
。児
童
全
員
が
唄
、

踊
り
、
定
九
郎
・
与
市
兵
衛
の
寸
劇
の

３
班
に
分
か
れ
て
体
験
す
る
。
小
学
校

の
こ
の
学
習
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ

り
、
当
町
出
身
者
全
員
が
願
人
踊
を
体

験
す
る
こ
と
に
な
る
。
是
非
、
今
後
も

継
続
で
き
る
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。

▽
平
成
２１
年
１０
月　

〜
北
上
市
で
開
催

さ
れ
た
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
民
俗

芸
能
大
会
で
タ
ン
ト
節
が
復
活
す
る
。

そ
の
後
、
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
や
祭
典

の
時
も
、
駅
前
広
場
に
て
一
般
公
開
し

て
い
る
。

▽
平
成
２５
年
９
月　

〜
当
町
で
開
催
さ

れ
た
「
男
鹿
・
潟
上
・
南
秋
芸
術
文
化

振
興
大
会
」
に
お
い
て
願
人
馬
方
節
を

復
活
公
演
す
る
。
出
席
者
か
ら
大
き
な

拍
手
を
頂
い
た
。
１２
月
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
も
、
一
般
町
民
に

公
開
し
た
。

　

以
上
が
現
在
ま
で
の
願
人
踊
の
継
承

で
あ
る
が
、
今
日
ま
で
の
町
民
の
皆
様
の

ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
。

文
・
畠
山
美
喜
雄
（
一
日
市
）

郷土の誇り・願人踊④
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▲平成４年５月５日　子ども願人踊

▲平成２４年１０月２７日
　学習発表会　小学校３年生のみなさん




